
設計段階で開削が可能と判断した場合でも、実際に現地に重機を配置すると作業に

支障がでることや、想定より広い作業帯幅が必要となり、片側交互通行が困難な場合が

あります。

大口径管路の更新を行うに当たり、施工条件により、開削、非開削を選定しています。

開削工法の適用については、掘削幅や重機の配置から作業帯の幅を決定し、道路幅員と比

較することで施工の可否を判定しています。

➣ CIM等を用いて現地の作業環境を再現し、確認できる技術

➣ 道路状況や交通量を考慮した施工方法を客観的に判断する技術

千1 施工方法の検討 求める技術：⑩

千葉県

3 こんな技術を求めています！

2 課題の詳細

1  課題を抱える業務の内容


